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島原鉄道の再建 

島原鉄道は，平成５年４月２８日に発生した土石流で壊滅的な被害を受け，以降度重な

る被害発生で，長期にわたり島原外港～深江間で運休していた。 

加えて，水無川流域では，水無川河川拡幅，導流堤建設，安中三角地帯嵩上げなどの事

業が計画され，これらとの関係から復旧工事に着手できない状態となった。 

平成７年１月１８日，島原半島振興対策協議会(１市１６町)は，建設省主管の導流堤建

設に伴う補償事業として，水無川を挟む約２.６ｋｍ区間を高架化するよう求めた。 

建設省は，島原鉄道の早期再開に向けての取り組みを進め，平成７年６月１５日には，

建設省と島原鉄道との間で高架化事業に関する事業費の負担などに関する基本協定が結ば

れ，公共事業に島原鉄道の復旧事業が組み込まれることとなった。島原鉄道が安全で災害

に強い恒久的な鉄道を目標に復旧工事に着手したのは，平成７年６月２３日のことであっ

た。そして導流堤を跨ぐ形の高架式鉄道として完全に復旧し，全線が開通したのは，大土

石流から４年後の平成９年４月１日であった。 

なお，導流堤部の補償工事により橋脚が整備されたものの，島原鉄道にとってこれら施

設の固定資産税は膨大となることが予想された。そのため固定資産税の減免について要望

がなされ，税制改正により平成９年３月からこれが認められた。 

中尾川横断部では，流木などの堰き止めによる冠水被害への懸念から橋脚が撤去され，

Ｈ鋼組仮桁が架設されていたが，河川改修事業により川幅が大幅に拡幅されることに伴い，

盛土及び橋梁による本線の嵩上げが行われることになった。まず，本線より４０ｍ下流側

に全長４９０ｍ，最大高さ６.５ｍの高架の仮線が建設され営業路線が切り替えられた。こ

れに続き，本線部において補強土壁工による盛土が行われ，中尾川を横断する全長８３ｍ

の橋梁が施工された。本線が供用された後，仮線は撤去されている。 

 

表１ 島原鉄道の列車運休期間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

流   域 区　　　間 期　間　（日数）

南 島 原－布津  Ｈ3.6.4～7.31　　　　（ 58）

島原外港－布津  Ｈ3.8.1～8.9　　　 　（　9）

島原外港－深江  Ｈ3.8.10～12.27　　　（140）

島原外港－深江  Ｈ4.3.1～3.6　　　　 （　6）

島原外港－深江  Ｈ4.3.15～4.13　　　 （ 30）

島原外港－深江  Ｈ4.8.12～8.31　 　　（ 20）

島原外港－深江  Ｈ5.4.28～Ｈ9.4.1　（約4年）

中尾川  Ｈ5.7.4～7.5　　　   （  2）

水無川
（安中）


